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1) 巻頭言：ユーグレナ研究会との出会いを振り返って 

        筑波大学名誉教授 白岩善博 
 

「ユーグレナ―生理と生化学」（北岡正三郎編、学会出

版センター、1989 年 12 月 10 日初版発行）の巻頭に、

「ユーグレナの最初の観察者が顕微鏡の発明者のレーベ

ンフックであり、eu（美しい）、glena（目）からその名

が記載された（1675 年）」とある。本書は大阪府立大学

農学部栄養化学北岡研究室とその若干の卒業生によって

分担執筆されたものです。それらの執筆者は現在に至るま

でそれぞれの分野で世界的に活躍し、学問分野を今もリー

ドし続け、我が国のユーグレナ研究がその質の高さを最高

レベルに維持している原動力になり続けています。私は特

に横田明穂先生、重岡成先生、和田野晃先生とはほぼ同年

代で、植物生理学会や CCM Meeting で種々情報交換や

多くの御教示を戴いてきました。私自身、微細藻類の光合

成炭素代謝研究を行うにあたり、ユーグレナ研究者たちが

放つ猛烈なアクティビティと質の高い研究成果に感激し、

目標にさせていただきました。 

私が初めてユーグレナ研究会に参加したのは、H. ゼンガー教授（独マールブルク大学）

の特別講演の際（東京薬科大学で開催）でした。宮地重遠先生から、「ユーグレナに限らず

藻類全般を俯瞰する質の高い研究会だから出席するように」とお声がけいただいたのが契

機です。その会場で、北岡正三郎先生に初めてご挨拶をさせていただいたと記憶していま

す。 

私は高校時代に山奥の子供が海にあこがれを持つがごとく高校生物部の標本で初めて藻

類に出会いました。そして、大学院博士課程では東京大学宮地重遠研究室（微細藻類の光

合成）でお世話になり、炭素の放射性同位元素（14C）を用いた単細胞緑藻クロレラの光

合成初期炭素代謝の解析から、カルボニックアンヒドラーゼの生理機能の解析で学位を取

得しました。新潟大学時代に聞いた、戦後の徳川生物学研究所（徳研）や東京大学応用微

生物研究所（応微研）での微細藻類研究の歴史やそれに携わった研究者たちの、生き生き

とした面白さに満ち満ちた数々のエピソードは、私が大学院を志す大いなる契機となりま

した。しかし、現実はそれほど甘くはなく、大学院では指導教官が丁寧に教えてくれるこ

とはなく、厳しい毎日で、時に歴史は美化されることも実感しました。ただ、ともかく「実

験、呑む、寝る」をただ繰り返す日々は、今思うと「人生珠玉の時間」であったようにも

感じています。 

 宮地重遠先生の「自分がよいと思ったことは常識に縛られず自信を持ってやりなさい」

というお言葉は、その後も多くの場面で私の判断をポジティブにしてくださったものの一

つです。当然のことながら、学生時代に褒められた記憶はありませんが、私がドイツに留

学中に訪ねてこられた際、「君はドイツ語にうまく英語を混ぜて何となく通じさせるのが上
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手いね。」と皮肉を交えて話されたことが今でも記憶にあります。宮地先生のユーモラスで

フレキシブルな一面を感じ取り、心の中で感謝したことを覚えています。 

 戦後、食糧難の解決のため、クロレラの蛋白質含有量が大豆のそれに匹敵することか

ら、徳川生物学研究所で田宮博先生とその後の日本の光合成研究を牽引した宮地重遠先生

はじめ多くの門下生たちにより、クロレラやその他の微細藻類の大量培養が研究されまし

た。その結果多くの知見が蓄積し、その後の微細藻類の産業利用への道を拓いたと聞いて

います。現在、藻類のバイオ燃料・バイオマス生産研究が再び盛んになり、私自身も海洋

性単細胞石灰藻（ハプト藻類、円石藻）を対象にして関わっています。当初、円形の攪拌

式屋外培養装置が開発され実用化されました。その後、レースウエイ型、プラスチックバ

ッグ型、チューブ式、フラットパネル型バイオリアクターが開発されて実用化されていま

す。しかし、微細藻類の培養の基本技術に関し、現在もまだその生産効率の向上には課題

が多く残されているように思います。 

現在、微細藻類においても遺伝子技術やバイオリアクター技術、化学プロセスの高効率

化や新規のバイオリファイナリー生産技術の開発が徐々に進みつつあります。これまで陸

上での培養の必要性から淡水性微細藻類を主とする研究・技術開発が主流でしたが、現在、

海洋性微細藻類の活用も盛んになってきています。これまで蓄積されてきた生理・生化学

の知見を基盤に、バイオテクノロジーやエンジニアリングを組み入れて総合的に微細藻類

の活用技術を発展させていくことがこれからの世代に課せられています。 

 COP21 における議論を持ち出すまでもなく、CO2 固定と炭素循環を制御し、気候

変動を回避し、GAIA たる地球の環境を健全に維持するためには「光合成機能」の活用が

不可欠であることは明確です。産業革命を引き起こした蒸気機関が改良に改良を重ねてリ

ニアモーターカーにまでたどり着くまで250年もの歳月を必要としたことを考えるとき、

まだ半世紀程度の微細藻類研究の歴史では多くの課題が残されていることは止むを得ない

面があると考えます。基礎、応用、実用化とあらゆるステージで可能な限りの英知を結集

し、地球環境と生命圏を健全に維持するため、微細藻類を活用して太陽エネルギーの活用

を最大効率化していくことの重要性は論を待ちません。そのためにも、ユーグレナ研究会

をはじめとして、藻類の研究者集団が基礎から応用、実用化に至るまでのあらゆるステー

ジにおいて益々その発展を実現していくよう希望して止みません。 

 これらの重要な研究において常に世界をリードし、微細藻類研究をマリンバイオテク

ノロジーにおける重要課題として発展させ低炭素社会実現のために役立てる研究を推進し、

後進の育成にも多大なご功績のあった宮地重遠先生が 2016 年 6 月 10 日に御他界され

ました。また、A. ベンソン先生、H. ゼンガー先生、北岡正三郎先生と微細藻類の生理・

生化学研究に多大な御功績があった先生方がここ数年来相次いで御逝去されたことは大き

な悲しみです。末筆となりましたが、心からの哀悼の意を表すとともに、現在活躍する多

くの研究者に影響を与え、育て上げられた先生方の先駆者としての御尽力に感謝申し上げ

ます。 

微細藻類研究の歴史を受け継ぐ本研究会の益々のご発展をお祈りいたします。 
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2) ユーグレナ研究会第 32回研究集会のお知らせ  
本年度のユーグレナ研究会は(株)ユーグレナ 出雲先生、鈴木先生、および東京大学 岡

田先生のご尽力により平成 28 年 11 月 5 日（土）に東京大学農学部（弥生キャンパス）で

開催することとなりました。 

本研究集会では 2題の特別講演、3題のシンポジウムを企画して頂いております。さら

に、例年通りの一般講演（口頭発表、ポスター発表）を行いたいと思います。会員の皆様

には、万障お繰り合わせの上、ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

ユーグレナ研究会 第 32 回研究集会プログラム 

日時：2016 年 11 月 5 日（土）13:10～ 

会場：東京大学 農学部（弥生キャンパス） 

（セッション１〜３：農学部 1 号館 8 番教室、セッション４：農学部生協） 

   http://www.a.u-tokyo.ac.jp/campus/overview.html 

 

研究集会参加費：会員無料、非会員 2000 円（当日入会可能） 

        学生は会員、非会員を問わず無料 

 

13:10－13:20 開会のあいさつ（ユーグレナ研究会会長 重岡成先生） 

 

【セッション１】 日本の藻類研究のあゆみ（宮地重遠先生を偲ぶ） 

13:20－13:50 白岩 善博 先生（筑波大学） 

      「微細藻類の光合成炭素代謝研究の新展開： 

クロレラからマリンバイオテクノロジーへ」 

13:50－14:20 都筑 幹夫 先生（東京薬科大学） 

      「日本の光合成研究と微細藻類研究との接点を振り返る（宮地重遠先生の足跡）」 

 

【セッション２】 ユーグレナ研究のフロンティア 

14:30－15:00 渡邊 敏明 先生（大阪青山大学） 

      「藻活: ユーグレナの新規機能性と食品としての活用」 

15:00－15:30 小関 泰之 先生（東京大学） 

      「誘導ラマン散乱(SRS)顕微鏡による生きたユーグレナの代謝物解析」 

15:30－16:00 野崎 久義 先生（東京大学） 

      「ユーグレナの過去と未来」 

 

【セッション３】 

16:10－17:40 一般講演（口頭発表） 

 

【セッション４】 

18:00－20:00 一般講演（ポスター発表） & 懇親会 
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（懇親会費 3000 円、学生会員無料） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

従来通り一般講演（口頭、ポスター）では、会員の皆様のご発表をお願いします。 

（発表形式はご希望に添えない場合もございますが、ご容赦頂けますようお願いします） 

発表内容はユーグレナに限りません。広く、原核、真核藻類さらには高等植物での発表も可能です。

非会員の方でも、本研究会にご関心のある方は、積極的な参加/発表をお願いします（当日入会をお願

いします）。 

 

発表をご希望される方は、発表タイトル、発表者名、所属、発表要旨(400 字程度)、希望発表形式(口

頭発表、ポスター)を記載した Word ファイルを、事務局(近畿大学農学部田茂井政宏:  

0742-43-8196, e-mail: tamoi@nara.kindai.ac.jp)までメールでお送りください。参加のみをご

希望される方は、懇親会への参加の有無を明記の上、事務局までメールをお送りください。 

一般講演申込・要旨締切:2016 年 10 月 22 日(土)(必着) 

皆様のご参加をお待ちしております。 

（申し込み後、数日中に受付完了のメールが無い場合はお手数ですが事務局までご連絡ください） 
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3) ユーグレナ情報 

学術論文（会員の皆様からお知らせ頂いた藻類に関連した文献と、最近刊行されたタイトルに 

「Euglena」あるいは「ユーグレナ」を含む 2015-2016 年の論文をリストアップしました。） 

 

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Hara, M.Maeda, Artificial Life, 21 (2015) 234-246. 

"Autonomous Pattern Formation of Micro-organic Cell Density with Optical Interlink between Two 

Isolated Culture Dishes", http://dx.doi.org/10.1162/artl_a_00159 

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Maeda, Key Eng. Mater., 644 (2015) 185-188. 

"Real-time analysis of chemotactic motion of Euglena cells confined in a microchip toxicity sensor" 

http://dx.doi.org/10.4028/www.scientific.net/kem.644.185 

K.Ozasa, J.Won, S.Song, M.Maeda, Sci. Rep., 6 (2016) 24602. 

"Autonomous oscillation/separation of cell density artificially induced by optical interlink feedback 

as designed interaction between two isolated microalgae chips" 

http://dx.doi.org/10.1038/srep24602 

Lianyong Wang, Takashi Yamano, Shunsuke Takane, Yuki Niikawa, Chihana Toyokawa, 

Shin-ichiro Ozawa, Ryutaro Tokutsu, Yuichiro Takahashb, Jun Minagawa, Yu Kanesaki, 

Hirofumi Yoshikawae, Hideya Fukuzawa, Chloroplast-mediated regulation of CO2-concentrating 

mechanism by Ca2+-binding protein CAS in the green alga, Chlamydomonas reinhardtii.,    

Proc. Natl. Acad. Sci. USA in press (2016) 

Takashi Yamano and Hideya Fukuzawa, Indirect Immunofluorescence Assay in Chlamydomonas  

reinhardtii., Bio-protocol 6(13): July 05 (2016) 

Takashi Yamano, Emi Sato, Hiro Iguchi, Yuri Fukuda, Hideya Fukuzawa, Characterization of 

cooperative bicarbonate uptake into chloroplast stroma in the green alga Chlamydomonas 

reinhardtii., Proc. Natl. Acad. Sci. USA 112: 7315-7320 (2015) 

Masataka Kajikawa, Yuri Sawaragi, Haruka Shinkawa, Takashi Yamano, Akira Ando, Misako 

Kato, Masafumi Hirono, Naoki Sato, and Hideya Fukuzawa, Algal dual-specificity tyrosine 

phosphorylation-regulated kinase, triacylglycerol accumulation regulator1, regulates 

accumulation of triacylglycerol in nitrogen or sulfur deficiency. Plant Physiol. 168：7752-764 

(2015) 

Masataka Kajikawa, Seiko Kinohira, Akira Ando, Miki Shimoyama, Misako Kato, Hideya 

Fukuzawa, Accumulation of squalene in a microalga Chlamydomonas reinhardtii by genetic 

modification of squalene synthase and squalene epoxidase genes. PLoS One 10(3): e0120446. 

(2015).  

Takafumi Yagi, Kyohei Yamashita, Norihide Okada, Takumi Isono, Daisuke Momose,  Shigeru 

Mineki, Eiji Tokunaga, Hydrogen photoproduction in green algae Chlamydomonas reinhardtii 

sustainable over 2 weeks with the original cell culture without supply of fresh cells nor exchange 

of the whole culture medium, J. of Plant Research 129, 771-779 (2016) 
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Takumi Isono, Kyohei Yamashita, Daisuke Momose, Hiroki Kobayashi, Masashi Kitamura, Yusuke 

Nishiyama, Takahiro Hosoya, Hiroaki Kanda, Ayane Kudo, Norihide Okada, Takafumi Yagi, 

Kazuaki Nakata, Shigeru Mineki, Eiji Tokunaga, (2015), Scan-free absorbance spectral imaging 

A(x,y,lambda) of single live algal cells for quantifying absorbance of cell suspensions, PLOS ONE  

10(6): e0128002 1-16 

Furuhashi T, Ogawa T, Nakai R, Nakazawa M, Okazawa A, Padermschoke A, Nishio K, Yokota- 

Hirai M, Arita A, Ohta D. (2015) Wax ester and lipophilic compound profiling of Euglena gracilis 

by gas chromatography-mass spectrometry: toward understanding of wax ester fermentation 

under hypoxia. Metabolomics. 11: 175-183. 

Yamano T, Sato E, Iguchi H, Fukuda Y, Fukuzawa H, Characterization of cooperative bicarbonate 

uptake into chloroplast stroma in the green alga Chlamydomonas reinhardtii. Proc. Natl. Acad. 

Sci. USA 112(23):7315-7320 (2015) 

Kajikawa M, Sawaragi Y, Shinkawa H, Yamano T, Ando A, Kato M, Hirono M, Sato N, Fukuzawa 

H, Algal dual-specificity tyrosine-phosphorylation-regulated kinase TAR1 regulates 

accumulation of triacylglycerol in nitrogen- or sulfur-deficiency. Plant Physiology 168(2):752-764 

(2015)  

Kajikawa M, Kinohira S, Ando, A, Shimoyama M, Kato M, Fukuzawa H, Accumulation of squalene 

in a microalga Chlamydomonas reinhardtii by genetic modification of squalene synthase and 

squalene epoxidase genes. PLoS ONE 10: e0120446. (2015) 

O'Neill EC, Trick M, Hill L, Rejzek M, Dusi RG, Hamilton CJ, Zimba PV, Henrissat B, Field RA., 

The transcriptome of Euglena gracilis reveals unexpected metabolic capabilities for carbohydrate 

and natural product biochemistry., Mol Biosyst. 2015 Aug 20.  

Ogawa T, Kimura A, Sakuyama H, Tamoi M, Ishikawa T, Shigeoka S., Identification and 

characterization of cytosolic fructose-1,6-bisphosphatase in Euglena gracilis., Biosci Biotechnol 

Biochem. 2015 Jul 27:1-8.  

Ogawa T, Tamoi M, Kimura A, Mine A, Sakuyama H, Yoshida E, Maruta T, Suzuki K, Ishikawa T, 

Shigeoka S., Enhancement of photosynthetic capacity in Euglena gracilis by expression of 

cyanobacterial fructose-1,6-/sedoheptulose-1,7-bisphosphatase leads to increases in biomass and 

wax ester production., Biotechnol Biofuels. 2015 May 30;8:80. eCollection 2015. 

Takeda T, Nakano Y, Takahashi M, Konno N, Sakamoto Y, Arashida R, Marukawa Y, Yoshida E, 

Ishikawa T, Suzuki K., Identification and enzymatic characterization of an endo-1,3-β-glucanase 

from Euglena gracilis., Phytochemistry. 2015 May 28.  

Tamaki S, Maruta T, Sawa Y, Shigeoka S, Ishikawa T., Biochemical and physiological analyses of 

NADPH-dependent thioredoxin reductase isozymes in Euglena gracilis., Plant Sci. 2015 

Jul;236:29-36. Epub 2015 Mar 30. 

Suzuki K, Mitra S, Iwata O, Ishikawa T, Kato S, Yamada K., Selection and characterization of 

Euglena anabaena var. minor as a new candidate Euglena species for industrial application., 

Biosci Biotechnol Biochem. 2015 May 19:1-7.  

Bennett MS, Triemer RE., Chloroplast Genome Evolution in the Euglenaceae., J Eukaryot 

Microbiol. 2015 May 15.  
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Giometto A, Altermatt F, Maritan A, Stocker R, Rinaldo A., Generalized receptor law governs 

phototaxis in the phytoplankton Euglena gracilis., Proc Natl Acad Sci U S A. 2015 May 11. 

Grimm P, Risse JM, Cholewa D, Müller JM, Beshay U, Friehs K, Flaschel E., Applicability of 

Euglena gracilis for biorefineries demonstrated by the production of α-tocopherol and paramylon 

followed by anaerobic digestion., J Biotechnol. 2015 Apr 21. 

Ogawa T, Kimura A, Sakuyama H, Tamoi M, Ishikawa T, Shigeoka S., Characterization and 

physiological role of two types of chloroplastic fructose-1,6-bisphosphatases in Euglena gracilis., 

Arch Biochem Biophys. 2015 Apr 20. 

Nakazawa M, Andoh H, Koyama K, Watanabe Y, Nakai T, Ueda M, Sakamoto T, Inui H, Nakano Y, 

Miyatake K., Alteration of Wax Ester Content and Composition in Euglena gracilis with Gene 

Silencing of 3-ketoacyl-CoA Thiolase Isozymes., Lipids. 2015 Apr 10.  

Lee WM, Yoon SJ, Shin YJ, An YJ.,  Trophic transfer of gold nanoparticles from Euglena gracilis 

or Chlamydomonas reinhardtii to Daphnia magna., Environ Pollut. 2015 Mar 7;201:10-16.  

Hu C, Wang Q, Zhao H, Wang L, Guo S, Li X., Ecotoxicological effects of graphene oxide on the 

protozoan Euglena gracilis., Chemosphere. 2015 Feb 19;128C:184-190.  

Santiago-Martínez MG, Lira-Silva E, Encalada R, Pineda E, Gallardo-Pérez JC, Zepeda-Rodriguez 

A, Moreno-Sánchez R, Saavedra E, Jasso-Chávez R., Cadmium removal by Euglena gracilis is 

enhanced under anaerobic growth conditions., J Hazard Mater. 2015 Feb 11;288C:104-112. 

Krnáčová K, Rýdlová I, Vinarčíková M, Krajčovič J, Vesteg M, Horváth A., Characterization of 

oxidative phosphorylation enzymes in Euglena gracilis and its white mutant strain WgmZOflL., 

FEBS Lett. 2015 Feb 7.  

Li Y, Tang X, Song W, Zhu L, Liu X, Yan X, Jin C, Ren Q., Biosynthesis of silver nanoparticles using 

Euglena gracilis, Euglena intermedia and their extract., IET Nanobiotechnol. 2015 

Feb;9(1):19-26.  

Ivušić F, Šantek B., Optimization of complex medium composition for heterotrophic cultivation of 

Euglena gracilis and paramylon production., Bioprocess Biosyst Eng. 2015 Jan 20.  

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Maeda, Key Eng. Mater., 644 (2015) 185-188. "Real-time analysis of 

chemotactic motion of Euglena cells confined in a microchip toxicity sensor" 

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Hara, M.Maeda, Artificial Life, 21 (2015) 234-246. "Autonomous Pattern 

Formation of Micro-organic Cell Density with Optical Interlink between Two Isolated Culture 

Dishes" 

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Hara, M.Maeda, Artificial Life, (in press). "Optical interlink-feedback 

between two isolated culture dishes of Euglena toward cooperative/competitive cell-density 

pattern formations" 

K.Ozasa, J.Lee, S.Song, M.Maeda, Key Eng. Mater., (in press). "Real-time analysis of chemotactic 

motion of Euglena cells confined in a microchip toxicity sensor" 
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4) 事務局からのおしらせ 

★入会案内 

本会へ入会を希望される方は、会費（一般会員年会費：2,000 円、賛助会員年会費：1 口 30,000

円）を郵便振替（加入者名：ユーグレナ研究会、口座番号：00960-7-7685）にて送金の上、次ペー

ジの入会申込用紙、または電子メールにて氏名、所属、電話番号、FAX 番号、メールアドレスを事

務局までお知らせください。 

★会費納入のお願い 

ユーグレナ研究会はこれまで会員各位のご援助と賛助会費を基盤に発展してきて参りました。つき

ましては、今年度の会費未納の方は会費納入にご協力下さいますようお願い申し上げます。お近く

の郵便局の振替用紙にて（加入者名：ユーグレナ研究会、口座番号：00960-7-7685）に送金してく

ださい。なお、銀行からも振り込めるようになりました。以下の通りですので、ご利用ください。 

銀行名  ゆうちょ銀行， 金融機関コード  9900，  

店番  099， 店名  〇九九店， カナ店名  ゼロキユウキユウ店， 

預金種目  当座， 口座番号  0007685， カナ氏名  ユーグレナケンキユウカイ 

★ユーグレナ研究会ホームページのご案内 

ユーグレナ研究会のホームページを定期的に更新しております。 

http://web1.kcn.jp/euglena/Euglena_Research_Association/Home.html 

ぜひホームページに掲載したいという記事やデータ、写真などございましたら、ホームページ担当

（渡辺 文雄： watanabe@muses.tottori-u.ac.jp）までご連絡ください。また、皆様のホーム

ページからもリンクをはって頂けますようよろしくお願いします。（ユーグレナ研究会のロゴを是

非ご利用ください） 

★会員情報変更連絡のお願い 

所属、住所、電話番号、メールアドレスなどに変更がある方は事務局までご連絡ください。 

 

★記事募集 

ユーグレナ研究会では、会報に掲載する記事を会員の皆様より募集しています。

募集する記事の項目は以下の通りです。 

・研究室紹介：会員の皆様の研究風景を紹介 

・ユーグレナ情報：ユーグレナに関する学会発表や論文などの情報 

・新刊図書：ユーグレナ関係および会員の皆様が執筆、編集した図書の紹介 

・新製品紹介：賛助会員が取り扱う機器、商品等の紹介 

・掲示板：研究上の疑問、求人など、会員からの様々な情報 

 

記事の掲載を希望される方は、会報編集担当（林 雅弘： hayash-m@cc.miyazaki-u.ac.jp）までご連絡

ください。なお、新刊図書・新製品紹介・掲示板情報は随時 HP 上でもお知らせしていきます。 

http://web1.kcn.jp/euglena/Euglena_Research_Association/Home.html
mailto:watanabe@muses.tottoti-u.ac.jp
mailto:hayash-m@cc.miyazaki-u.ac.jp
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ユーグレナ研究会 入会申込書 

    年  月  日 

 

    年度より入会します。 

 

   （フリガナ）： 

氏名 （漢字） ： 

   （ローマ字）： 

 

所属機関・部署： 

 

 

住所： 

〒 

 

定期刊行物郵送先（所属機関と異なる場合のみ記入）： 

〒 

 

電話番号： 

 

ＦＡＸ番号： 

 

電子メールアドレス： 

 

非公開に関する個人情報（非公開希望にチェック） 

□所属機関      □電話番号      □ＦＡＸ番号      □電子メールアドレス 

□所属機関以外で指定した定期刊行物郵送先の住所 

 

※研究会の年度は１月１日から１２月３１日までです。 

 

【個人情報の管理と使用について】 

ユーグレナ研究会会員の個人情報については、ユーグレナ研究会が責任を持って管理し、研究会の運営なら

びに会員への連絡に必要な範囲内でのみ利用致します。なお、個人情報の開示・訂正・削除のご依頼がある

場合および当会からのお知らせが不要な場合は、ユーグレナ研究会事務局までお申し出ください。 
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ユーグレナ研究会会則 

（2007年 7月 1日 再改正） 

 

第１条 目的および名称 

本会は、Euglena に興味を持つ研究者の集う会で、名称を『ユーグレナ研究会（Euglena Research 

Association）』と称する。 

第２条 会員 

本会は、一般会員と賛助会員によって構成される。一般会員は年会費 2,000 円を納めたものとし、研

究集会開催の通知、会員名簿及び会報の無料配布、その他の情報の配布を受ける。また、一般会員は

第 3 条に定めた研究集会で発表できる。賛助会員は、本研究会の趣旨に賛同する企業などの団体であ

って、年会費 1口 30,000円以上を納めた団体とし、一般会員と同等の情報の提供を受ける。 

第３条 研究集会 

本会は、幹事会の決定した会頭のもと、年 1 回の定例研究集会を開催する。本研究集会には会員、非

会員を問わず自由に参加できるものとする。 

第４条 組織および運営 

１．本会の運営のため、役員として会長１名、事務局１名、会計２名、監査役１名、幹事をおく。な

お、幹事には、会報担当、ホームページ担当、企画担当をおく。役員の任期は２年とする。役員の再

任は妨げない。 

２．幹事の変更は幹事会の合議のもとに行い、新幹事は会員の資格を必要とするものとする。 

３．本会の運営は、幹事によって構成される幹事会によって行われる。幹事は、互選によって本研究

会会長を選出し、任命する。会長は本会を代表するものとする。 

４．会長は幹事会を招集し、幹事会の議事運営にあたる。 

５．本研究会に事務局を置く。事務局は幹事会の決定に即した研究会活動の事務を行う。 

６．各年度の会計監査は監査役が行う。 

７．本会の活動および会計年度は、各年の 1月 1日から 12月 31日までとする。 

８．本会則の変更は、幹事会の合議による。 

９．本会の経費は、会費および寄付金による。 

第５条 研究集会 

１．研究集会は会長が招集し、出席会員をもって構成する。 

２．幹事会は研究集会において次の事項などを協議する。 

 １）前回の研究集会以降に幹事会で議決した決定事項 

 ２）前年度の事業経過 

 ３）当年度および来年度の事業計画 

３．会長は研究集会において次の事項を報告あるいは提案し、承認を受ける。 

 １）会計に関わる事項 

 ２）会則の変更 

 ３）その他の重要事項 

 

附則：本会則は、平成１９年７月１日を以て発効するものとする。 
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幹事会名簿（2016-2017） 

相澤 克則（クリーンアース環境研究所） 

石川 孝博（島根大学教授） 

出雲 充（株式会社ユーグレナ） 

伊関 峰生（東邦大学准教授） 

乾 博（大阪府立大学教授） 

榎本 俊樹（石川県立大学教授） 

大城 香（福井県立大学名誉教授） 

太田 大策（大阪府立大学教授） 

岡田 茂（東京大学准教授） 

尾笹 一成（理化学研究所） 

小田 有二（帯広畜産大学教授） 

後藤 健（帯広畜産大学教授） 

重岡 成（近畿大学教授） 

篠村 知子（帝京大学教授） 

白岩 善博（筑波大学名誉教授） 

鈴木 石根（筑波大学教授） 

鈴木 健吾（株式会社ユーグレナ） 

鈴木 鐵也（光産業創成大学院大学教授） 

田茂井 政宏（近畿大学准教授） 

都筑 幹夫（東京薬科大学教授） 

中野 長久（大阪府立大学名誉教授、ユーグレナ研究会名誉会長） 

林 雅弘（宮崎大学教授） 

原田 京一（株式会社日本医化器械製作所） 

福澤 秀哉（京都大学教授） 

宮武 和孝（帝塚山学院大学教授、大阪府立大学名誉教授） 

薮田 行哲（鳥取大学准教授） 

横田 明穂（奈良先端科学技術大学院大学名誉教授） 

吉村 和也（中部大学准教授） 

渡辺 文雄（鳥取大学教授） 
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ユーグレナ研究会 2016年役員 

会長 重岡 成（近畿大学） 

広報担当 渡辺 文雄（鳥取大学）、榎本 俊樹（石川県立大学）、林 雅弘（宮崎大学） 

企画担当 石川 孝博（島根大学）、林 雅弘（宮崎大学） 

  渡辺 文雄（鳥取大学）、乾 博（大阪府立大学） 

会計 乾 博（大阪府立大学）、中澤 昌美（大阪府立大学） 

監査役 後藤 健（帯広畜産大学） 

事務局 田茂井 政宏（近畿大学） 

 

 

 

 

ユーグレナ研究会 賛助会員名簿 

植田製油株式会社 

株式会社 ウォーターエージェンシー 

笑の友 

旭光通商株式会社 

シーシーエス株式会社 

大日本明治製糖株式会社 

株式会社 日本医化器械製作所 

日本コルマー株式会社 

ネッパジーン株式会社 

マルサンバイオ株式会社 

マルサンヘルスサービス株式会社 

八洲薬品株式会社 

株式会社 ユーグレナ 
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